
 

様式 C-7-2 

自己評価報告書 

 

平成２２年４月２８日現在 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
研究代表者の専門分野：総合領域 
科研費の分科・細目：情報学・知覚情報処理・知能ロボティックス 
キーワード：パターン認識、最適化手法 
 
１．研究計画の概要 
集団による最適化手法である Particle 

Swarm Optimization(PSO)等の最適化手法
に関する研究成果を取り入れて、最適なパタ
ーン認識器を自動的に構成するための実用
的なアルゴリズムの開発を目指して、（１）
パターン認識器における最適なハイパーパ
ラメータの決定法の開発、（２）パターン認
識のための有効な特徴の自動選択法の開発、
（３）画像中の対象の高速探索報の開発、
（４）汎化性能が高く高速に動作する識別器
の自動設計のためのモデル選択法の開発、
（５）動画中の対象のトラッキングのための
探索法の開発等の課題に取り組む。 
 
２．研究の進捗状況 
 平成 19年度には、（１）のパターン識別器
の最適なハイパーパラメータの探索に関し
て、サポートベクターマシンのカーネルパラ
メータや正則化パラメータの探索に PSO を
利用する手法を開発し、その有効性を確認し
た。また、（２）のパターン認識のための有
効な特徴の自動選択に関して、カーネルロジ
スティック回帰モデルの特徴選択（Import 
Vector Machine）に PSOを利用するアルゴ
リズムを開発し、その有効性を確認した。さ
らに、（３）の画像中の対象の高速探索法の
開発についても、Viola 等が提案した画像中
の対象検出法の学習の効率化に PSO を利用
する手法について検討した。Viola 等の対象
検出手法は、その検出性能の高さと高速性か
ら現在広く用いられているが、学習過程では、
すべての位置の様々な矩形特徴のうちでど
の特徴を利用するかの網羅的な探索が行わ
れるため学習のために膨大な計算時間が必

要であるが、この探索を効率化するために
PSOを用いる手法を開発し、網羅的な探索と
同等の検出性能をもつ検出器が 4%以下の計
算時間で構成できることを確認した。 
 平成 20年度には、（３）の画像中の対象の
高速探索報の開発に関連して、平成 19 年度
に提案した高速学習アルゴリズムを利用し
て、弱識別器のバリエーションを増やすこと
で検出性能を向上させる手法について検討
した。Viola 等の提案した対象検出法では、
隣接矩形特徴を利用しているが、それを非隣
接矩形特徴に拡張することで、弱識別器のバ
リエーションを増やす手法を開発した。また、
画像の輝度情報のみでなく、勾配情報も組み
合わせることでバリエーションを増やす手
法についても検討した。さらに、高次局所自
己相関に基づく弱識別器を利用する手法に
ついて検討し、従来法に比べて性能が向上す
ることを確認した。また、（４）の汎化性能
が高く高速に動作する識別器の自動設計の
ためのモデル選択法の開発に関して、全訓練
データの中らか学習に有効な訓練データの
部分集合を選択し、学習に利用する方法につ
いて検討した。具体的には、サポートベクタ
ーマシン学習において、RANdom SAmple 
Consensus(RANSAC)を用いて訓練データの
部分集合を探索するアルゴリズムを開発し
た。 
 平成 21年度には、（４）の汎化性能が高く
高速に動作する識別器の自動設計のための
モデル選択法の開発に関して、多クラス識別
に利用可能な全ての 2クラス識別器の中から
識別性能の高い 2クラス識別器の組み合わせ
を探索手法について検討した。サポートベク
ターマシンのような 2クラスの識別器を利用
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して多クラスの識別問題を扱う場合、一対一
法や一対多法のように複数の 2クラス識別器
の識別結果を組み合わせて利用することが
一般的である。また、誤り訂正出力符号化法
では、誤り訂正符号の考え方を取り入れて、
2 クラスの識別器の出力の一部の誤りを訂正
できるように識別器を設計する。しかし、多
クラス識別の構成要素として利用可能な 2ク
ラス識別器は、これらの手法で用いられてい
るもの以外にも多数存在する。そこで、クラ
ス数が多くなると 2クラス識別器の最適な部
分集合を探索するには膨大な時間が必要と
なるため、遺伝的アルゴリズムを用いて準最
適な組み合わせを探索する手法を開発し、従
来法よりも識別性能の高い多クラス識別器
が構成できることを確認した。また、一般物
体認識のための特徴抽出手法についても検
討し、事後確率画像上で相互相関特徴を抽出
する手法を提案した。その他、最適な非線形
判別分析のベースとなる事後確率の推定に
多項ロジットモデルを用いるロジスティッ
ク判別分析という新たな手法を提案し、線形
の判別分析に比べて性能が飛躍的に向上す
ることを確認した。 
 
３．現在までの達成度 
 当初の計画通り、順調に研究が進展してい
る。平成 21年度には、（５）の動画像中の対
象のトラッキングのための探索法の開発に
ついても検討を開始しており、最終年度であ
る平成 22 年度中には、この課題についても
ある程度の成果が得られると考えている。 
 
４．今後の研究の推進方策 
 平成 22 年度は、最終年度であり、これま
での研究成果をまとめるとともに、（５）の
動画像中の対象のトラッキングのための探
索手法の開発に関する課題を中心に研究を
推進する。 
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